
取扱説明書

安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、

電気製品はすべて、間違った使いかたをすると、火災や感電な

どにより人身事故になることがあり危険です。事故を防ぐため

に次のことを必ずお守りください。

v
安全のための注意事項を守る

この冊子の注意事項をよくお読みください。

定期的に点検する

設置時や1年に1度は、電源コードに傷みがないか、コンセントと
電源プラグの間にほこりがたまっていないか、プラグがしっかり差
し込まれているか、などを点検してください。

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源コードなどが破損し
ているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス
窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

1電源を切る

2電源プラグをコンセント
から抜く

3お買い上げ店または
ソニーサービス窓口に
修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のよ

うな表示をしています。表示の内容

をよく理解してから本文をお読みく

ださい。

この表示の注意事項を守らないと、

火災・感電などにより死亡や大けが

など人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、

感電やその他の事故によりけがを

したり周辺の家財に損害を与えたり

することがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

3-079-798-01(1)

  2003 Sony Corporation Printed in Japan

b

ご使用の前に、この「安全のために」と

別冊の取扱説明書をよくお読みのうえ、

製品を安全にお使いください。お読みに

なったあとは、いつでも見られるところ

に必ず保管してください。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。

• 製品と壁や棚との間にはさみ込んだりしない。
• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加熱しない。
• 移動させるときは、電源プラグを抜く。
• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。
,万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店またはソニーサービス
窓口に交換をご依頼ください。

湿気やほこりの多い場所や、油煙や湯気のあたる場所には
置かない
上記のような場所に置くと、火災や感電の原因となることがあります。
特に風呂場や加湿器のそばなどでは絶対に使用しないでください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。

,万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご相談ください。

キャビネットを開けたり、分解や改造をしない
火災や感電、けがの原因となることがあります。

,内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓口に
ご依頼ください。

　

• 煙が出たら
• 変なにおいや音がしたら
• 内部に水などが入ったら
• 内部に異物が入ったら
• 落としたり、破損したときは

下記の注意を守らないと火災・感電により死亡や大けがの原因となります。

雷が鳴りだしたら、本体や電源プラグに触れない
感電の原因となります。

本機は国内専用です
交流100Vの電源でお使いください。
海外などで、異なる電源電圧で使用すると、火災・感電 の原因となりま
す。また、コンセントの定格を超えて使用しないでください。

タコ足配線にしない
火災の原因となります。

リモコンを振り回さない
リモコン上部が飛び出すことがあり、けがの原因となることがあります。

　　　　　　

再生紙を使用しています。



下記の注意を守らないとけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。

ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあります。

風通しの悪い所に置いたり、通風孔をふさいだりしない
布をかけたり、毛足の長いじゅうたんや布団の上または壁や家具に密接して
置いて、通風孔をふさぐなど、放熱の妨げになるようなことはしないでくだ
さい。過熱して火災や感電の原因となることがあります。

大音量で長時間つづけて聞かない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞くと、聴力に悪い影響を
与えることがあります。特にヘッドホンで聞くときにご注意ください。

,呼びかけられたら気がつくくらいの音量で聞きましょう。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ちてけがの原因と
なることがあります。また、置き場所、取り付け場所の強度も充分に確認し
てください。

フロント扉、トレイの前に物を置かない
フロント扉やディスクトレイが開く際に、物が倒れて破損やけがの
原因となることがあります。本体の前に物を置かないでください。

幼児の手の届かない場所に置く
フロント扉などに手をはさまれ、けがの原因となることがあります。
お子さまがさわらぬようにご注意ください。

コード類は正しく配置する
電源コードやAVケーブルは足にひっかけると機器の落下や転倒などによ
り、けがの原因となることがあります。充分に注意して接続、配置してくだ
さい。

アルカリ電池の液が漏れたときは、素手で液をさわらない
アルカリ電池の液が目に入ったり、身体や衣服につくと、失明やけが、皮膚
の炎症の原因となることがあります。そのときに異常がなくても、液の化学
変化により、時間がたってから症状が現れることがあります。

必ず次の処理をする
,液が目に入ったときは、目をこすらず、すぐに水道水などのきれ
いな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。

,液が身体や衣服についたときは、すぐにきれいな水で充分洗い流
してください。皮膚の炎症やけがの症状があるときは、医師に相
談してください。

指定以外の電池を使わない、新しい電池と使用した電池
または種類の違う電池を混ぜて使わない
電池の性能の違いにより、破裂したり、液が漏れたりして、けがややけど
の原因となることがあります。

,マンガン電池をお使いください。お使いの際には電池の品番を確
かめてください。

＋と－の向きを正しく入れる
＋と－を逆に入れると、ショートして電池が発熱や破裂をしたり、液が漏
れたりして、けがややけどの原因となることがあります。

,機器の表示に合わせて、正しく入れてください。

使い切ったときや、長時間使用しないときは、
電池を取り出す
電池を入れたままにしておくと、過放電により液が漏れ、けがややけどの
原因となることがあります。

リモコンの電池フタを開けて使用しない
リモコンの電池フタを開けたまま使用すると、漏液、発熱、発火、破裂
などの原因となることがあります。

,マンガン電池を使用し、電池フタを閉めて使用してください。

電池についての
安全上のご注意

液漏れ・破裂・発熱による大けがや失明を避けるため、

つぎの注意事項を必ずお守りください。

移動させるとき、長期間使わないときは、電源プラグを
抜く
移動させるときや長期間使用しないときは、安全のため電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。絶縁劣化、漏電などにより火災の原因となること
があります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因となることがあ
ります。

ひび割れ、変形したディスクや補修したディスクを
再生しない
本体内部でディスクが破損し、けがの原因となることがあります。

　　　

電池は乳幼児の手の届かない所に置く
電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障害の原因となることがあります。

,万一、飲み込んだときはただちに医師に相談してください。

電池を火の中に入れない、加熱・分解・改造・充電
しない、水でぬらさない
破裂したり、液が漏れたりして、けがややけどの原因となることがあります。

　


